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良
寛
の
新

「夜
讃
永
卒
録
」

光

地

英

學

題

目
に
新

と
し
た
の
は
、
世
間
未
獲
表

の
も

の
と
思
わ
れ
る
か
ら
に
他

な
ら

な

い
。
し
か
し
夜

の
字
を
冠
し
な

い
で
、
軍
に

「
讃
永
卒
録

」
と
題

し
た
も

の

は
、
他

に
わ
た
く
し

の
現
在
ま

で
接
し

た
範
團

で
は
、

次
の
五
種

が
あ
る
。

す

な
わ
ち
東
郷
豊
治
氏

「
良
寛
全
集
」

に
二
種

(
本

文

と
、
そ

の
下

に

註

を

し

て
、
本

文
と
相
違

し
て
い
る
他

の

に
種

の
相

違

鮎

を

學

げ

て

い
る
、

都
合
二

種
)
、
玉
木
禮
吉
氏
、

大
島
花
束

氏

「
良

寛

全
集

」
に

一
種

(
玉
木
、

大

島

各
氏

の
そ
れ
ぞ
れ

の
良
寛
全
集
所
載

の
も
の
は
同

一
で
あ
り
、
東

郷
氏

の
下
註

の

一
種

と
よ
く
似

て

い
る
)
、
相
馬
昌

治
氏

「
良
寛
和
尚
遺
墨
集
」

に

一
種
、

近
熊
治
郎
氏
所
藏

の
も

の

(
近
熊
氏
は
新
潟
縣
新
獲
田
市
在
住
、

同
氏
は
以
前

所
藏
し

て
い
た
が
、

現
在
は
同
氏

の
手
を
離
れ
て
他

に
移

り
、

そ
の
所
藏
圭

は

不
明
。

こ
れ
は
原

田
勘
卒
氏

の
原
文
書
爲

の
も

の
に
嫁

る
。

な
お
こ
れ

の
み
無

題
)

一
種
、

以
上
の
五
種

で
あ

る
。

次

に

「夜
讃
永
干
録
」

の
全
文
を
左

に
掲
げ
て
み
る
。

蒼
荘

草
庵
夜
。

寒
雨
麗
二
杉
竹
ゆ
欲
レ
慰

二寂
蓼

一良
無
レ
由
。

暗
裏

模

索

永

卒

録
。

幽
窓
下
書
案
上
。

焼
香
鮎
燈

正
拝
讃
。

身

心
睨
落
唯

一
實
。

千
態
萬
状

龍
弄
レ
玉
。
出
格
機
過
二
今

日

老

大
風
像

二乾

竺

憶
得
躊
昔
在
二
圓
通

一時
。

参
去
参
來
窮
二
己
躬

其
時
忽
然
有
レ
所
レ
省
。

得
レ
謂
逸
鶴
凌
二
蒼

弩

経
レ
事

漸
豊
有

二
塁
碍

更
莫
二
精
朝

一春

又
冬
。

不
レ
到

二實

地

一
誓

不
レ
休
。

大
丈
夫

兜
董

止
レ
勢
。

中
秋
八
月

三
五
夜
。

先

師
瀾

示

正
怯

眼
。

我
亦
從
レ
衆
僧
レ
聴

者
。

始
知
從
來
破
二
自
瀟

自
レ
蝕
辮
レ
師
遠
往
返
。
我
與

永

卒

一
何

因

縁
。

到
庭
奉
行

正
法
眼
。

從
レ
爾
以
降
知
幾
歳
。

罷
レ
参
蹄
來
佳

二疎
解
ぐ
今
把
二
此

録

一静
商
量
。

迫
與

二諸
方

一調
不
レ
混
。

五
百
年
來
委

二挨
塵

玉
石
無
二
人
辮

無
二
人
辮

一職
由

三是
無
レ
澤

二法
眼
℃

酒

々
皆
是
與
レ
誰
論
。

懐
レ
古

感
レ
今

勢

二

心
曲
℃

一
夜
燈
前
涙
不
レ
留
。

湿
…蓋
永
李
古
佛
録
。

翌
日
有

レ
人
來

二
草

庵
℃

問
レ
吾
此
書
如
何
渥
。

低
頭

良
久
有

二
一
語

夜
來
雨
屋
漏
渥

三書
笈

(
原
文

に
は
句
貼
返
鮎
は
な

い
)

右

の
現
在
所
藏
者

は
、
須
垣
久
作

氏

(
富
山
市
本
郷
新
在
佳
)

で
あ

る
。
次

に
、

こ
の

「
夜
讃

永
李
録

」
(
以
下
須
垣
文

と
略
構
す

る
)

の
眞

筆

性

を
、

三

つ
の
鮎
か
ら
立
讃
し
た

い
と
思
う
。

(1)
現
存

の
良
寛
研
究

の
椹
威
者
、

原

田
勘
卒
氏
、
須

垣
久
作
氏

に
よ
り
、

良

寛

の
眞
筆
で
あ
る
こ
と
が
断
定

さ
れ
、
原

田
氏
に
よ

つ
て
こ
の
良
寛

の
詩
文
が

箱
書
さ
れ
て

い
る
。
如

上
の
爾
氏

に

つ
い
て
み
る
に
、
原

田
氏

(
新
潟
縣
中
頸

城
郡
分
水
町
中
島
に
在
佳
)

の
三
代
前

の
租

先
は
、
磐

師

で
原

田

鵠

濟

と

い

い
、
良
寛

の
親
友

で
あ
り
、

現
勘
卒
氏

は
、
現

代
良
寛
研
究

の
第

一
線
級

の
人

で
あ
る
。
須
垣
氏

は
多
年

に
渉

る
良
寛
筆
墨

の
蒐
集
研
究
者

と
し
て
、
斯
道
愛

好
者
間

に
著
名
な
人

で
あ

る
。

(2)
書
禮

は
、
唐
僧
懐
素

の
草
書

に
直
参

し
、

し
か
も

こ
れ
を
超
え
た
風
格

の

に
じ
み
出
て

い
る
草
書
髄

で
あ

る
。

ま
こ
と
に

一
鮎

一
劃

が
少

し
も
法
則
を
齪

さ
ず
、

そ
れ
で

い
て
自
由
か

つ
自
然
、

少

し
も
氣

ど

つ
た
と
こ
ろ
が
な

い
。

(3)
文
騰

と
同

一
詩
文

に
囑
す

る
も

の
が
幾
種

類
も
あ
る
、

と
い
う
面
を
考

え

て
み
る
。

文
髄

に

つ
い
て
は
、
良
寛

の
詩
文

の
特

徴
は
、
干
灰
や
韻
に
と
ら
わ

れ
ず
、

い
わ
ゆ
る
唐
以
前

の
古
詩

に
類

す
る
も

の
で
あ
る
。
ま

た
同

一
趣
旨

の

詩
文
が
幾
種
類
も
あ
る
も

の
は
、

良
寛

が
己
が
心
中

の
興
趣
を
吟
じ
、

天
衣
無

縫

紅
感
懐
を
詠
じ
出
し
た
の
で
あ

つ
て
、

必
ず
し
も

一
定
の
も

の
を
操
守
し
た
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の
で
は
な
か

つ
た
。
あ
え

て
世

に
傳
え
る
意
志
も
な
く
、

た
だ
手

に
任

せ
て
運

筆
し
た
か
ら
、
詩
文

で
あ

つ
て
し
か
も

そ
の
形
式
を
超
越
し
、

同

一
事
を
詠
じ

た
も

の
で
も
文
字

の
異
同
を
み
る
、
す

な
わ
ち
幾
種
類
も

の
も

の
が
現
わ
れ
る

に
至

つ
た
。

こ
れ
は
軍

に
讃
永

午
録

に
の
み

い
い
得
る

こ
と
で
は
な
く
、

廣
く

良
寛
和
尚

の
遺
蹟
全
般

に

つ
い
て
噺

じ
得
る

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
ま
た

前

の

と
共
に
、

む
し
ろ
良
寛

の
眞
筆
性
を
側
面
的
に
立
讃
す
る
も

の
と
な
し

得

る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
當

「
夜
讃
永
季
録
」

を
、

他

の
同

一
趣
旨

の
詩
文
と
比
較
し

て
み

た
場
合
は
ど
う

か
。

わ
ず

か
の
相
違
は
割
愛
し
て
、

以
下
著
し

い
箇
所

の
み
を

學
げ
る

こ
と
に
止

め
た
い
。

(
1
)
 

題

目
に
夜

の
字
が
あ
る
が
、

他

の
も

の
に
は
な

い
。
さ
ら

に
近
熊
氏

の
所

藏

し
て
い
た
詩
文

(
以
下
近
熊
文

と
略
稻
)

は
馬
前
述

の
如
く
無
題

で
あ
る
。

(2)

〔蒼
荘
草
庵
夜
〕
近
熊
文
は
、
春

夜
荘

々
二
三
更
、

他

の
詩
文
は

い
ず
れ

も
、
春
夜
蒼
荘
二

三
更

と
な

つ
て
い
る
。

筒

〔寒
雨
麗

二杉

竹

一〕

近
熊

文
は
、
春
雨
爲
レ
雪
麗

二庭

竹
↓
他
は

い
ず
れ
も
、

へ

春
雨
和
レ
雪
麗

二庭

竹

一で
あ
る
。

(
4)

〔幽
穿
下
書
案

上
〕
東
郷

氏
全
集

(
以
下
東
郷
文
と
略
構
、

他

も
同
様

に

そ
れ
ぞ
れ
略
稔
)

の
本
文

に
な

い
。
玉
木

・
大
島
文
、

相
馬
、

近
熊
文
、

及
び

東
郷
文

の
下
註

は

い
ず
れ
も
、

明
窓
下
分

几
案
頭

と
な

つ
て

い
る
。

(
但

し
、

相
馬
文
、

近
熊
文
、

東
郷
文

の
下
註
、に
は
、

号

の
字
は
な

い
)

(5
)
〔得
レ
謂
逸
鶴
陵

二蒼
弩

-〕
〔更
莫

二精
朝

一春

又
冬
〕
〔不
レ
到

二實

地

一誓
不
レ

休
〕

〔大
丈
夫
見
量

止
レ
勢
〕

〔中
秋
八
月
三
五
夜
〕

〔我
亦
從

レ衆

借
レ
聴
者
〕
以

上

の
六
句

は
、
他

の

い
ず
れ
に
も
な

い
。

(6)

〔始
知
從
來
破
三
自
満

一〕
東
郷
文

は
始
豊
從
前
漫
費
レ
カ
、
東

郷
文
下
註
な

ら
び
に
玉
木
文
、

大
島
文

は
、
韓
畳
從
前
濁
用
レ
カ
、

相

馬
文

は
、

轄

畳

從

猫

痒
レ
丈

で
あ
る
、

逝
熊
夕

に
は
な

い
、

上
掲
以
外

の
部
分

は
、
他

と
概

ね
同

じ
い
。
全
騰
的

に
み
た
場
合
、

相
馬
文

に
比
較
的
類
似

し
て
い
る
。

そ

れ
で
は
次

に
、
軍

に
須
垣
文

に
限

ら
な

い
で
同
種

の
各
文

を
通

じ
、
そ

の

内
容

か
ら
み
た
場
合
、

こ
の
詩
文

の
債
値

は
ど
う

で
あ

る
か
。

ほ
と
ん
ど
周
知

の
如
く
良
寛

は
、
備
中
玉
島

(
岡
山
縣
玉
島
市
玉
島
)

圓
通

寺

の
國
仙
師

が
越
後
参
訪

の
折
、

同
師

に
從

つ
て
圓
通
寺

に
趣
き
出
家
、

大
愚

良
寛

と
號

し
て
修
行

に
專
念
、

逐

に
悟
道

の
域

に
達

し
て
師
國
仙

よ
り
印
可
謹

明

さ
れ
て
い
る
。
爾
後
、

國
仙
浸
後
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)

頃
ま

で
、
約
廿

年
間

同
寺

に
留
錫

し
て

い
た
。

そ
の
間
、

國
仙

よ
り
永
孚
正
法
眼
藏

の
提
唱
を

う
け
、

そ
の
精
紳
を
髄
認

し
た
。

以
後
、

正
法
眼
藏
を
身
邊
か
ら
離
す

こ
と
な

く
珍
重
奉
持

し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
眼
藏
私
淑

の
感
激
と
、

同
書

の
世

に
知

ら
れ
て

い
な
い
こ
と
の
悲
歎

と

の

一
倶

に
な
つ
て
い
る
の
が
、

他
な
ら

ぬ
こ
の

詩
偶

で
あ
る
と
な
し
得

る
。

良
寛

そ
の
人

の
眞
骨
頂

と
、
そ

の
精
紳
基
盤
を
開

示
し
て

い
る
の
が
、

こ
の
詩
文
で
あ
る
か
ら
、
数
あ

る
良
寛

の
遺
墨
中
、

當
文

の
占
め
る
内
容
債
値

は
高

く
評
債
さ
れ
て
よ

い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

最
後

に
、

こ
れ
ら
各
種

の
う
ち
に
お
げ
る
須
垣
文

の
位
置

に
燭
れ
る
。

須
垣

文
す
な
わ
ち

「
夜
讃
永
卒
録

」
は
、

同
種

の
詩
文
中
、

他

と
比
較
し

て
最
長

の

詩
偶
で
あ
り
、
最

も
委

曲
を
蓋
く
し
た
感
が
あ
る
。
從

つ
て
内
容

の
最
も
充
實

し
て
い
る
鮎

は
高

く
評
債

さ
れ

て
よ

い
。

こ
の
意
味

か
ら
、

同
種

の
も

の
の
う

ち
、
最
後
に
で
き
た
も

の
と
考
え
る

の
が
妥
當

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

良
寛

の
新

「
夜
讃
永
卒
録
」
(
光

地
)
 

一
一
七
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